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み
な
か
み
町
長

阿
部
　
賢
一
氏

み
な
か
み
町
観
光
協
会
代
表
理
事

小
野
　
与
志
雄
氏

特別対談

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
へ「
戦
略
」実
行

「
面
的
Ｄ
Ｘ
化
計
画
」が
高
付
加
価
値
事
業
に
採
択

地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ
構
築
し
、誘
客
増
と
消
費
額
向
上
へ

　
×

米
国
を
新
規
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に


湯
は
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

宿
泊
客
は

万
人
、３
割
増
加

イ
ン
は
３
万
人
に
迫
る
勢
い

「
入
浴
文
化
」で
遺
産
登
録
目
指
せ

米
国
は
西
海
岸
、ハ
ワ
イ
を
重
視
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群
馬
県
み
な
か
み
町
に
観
光
客
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
動
き
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
行
政
と
民
間
が

一
体
に
な
っ
て
観
光
施
策
を
進
め
て
い
る
。
外
国
人
を

も
っ
と
呼
び
込
も
う
と
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
」
も
策

定
し
た
。
阿
部
賢
一
町
長
と
小
野
与
志
雄
・
み
な
か
み

町
観
光
協
会
代
表
理
事
（
宝
川
温
泉
汪
泉
閣
）
に
町
の

観
光
魅
力
と
集
客
戦
略
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
司
会

は
論
説
委
員
の
内
井
高
弘
（
１
月
下
旬
、
町
長
室
で
）

　
　
み
な
か
み
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ペ
ー
ジ

　
　
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

天
神
平
か
ら
の
谷
川
岳

いちご狩り

　
―
―
２
０
２
２
年
度
の
み

な
か
み
町
の
入
り
込
み
は
い

か
が
で
し
た
か
。

　
阿
部
　
水
際
対
策
が
緩
和

さ
れ
、

年
５
月
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位

置
付
け
が「
５
類
」に
移
行
、

旅
行
に
行
き
や
す
い
環
境
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
奏
功

し
て
か
、
日
帰
り
客
は
１
７

２
万
５
千
人
、
宿
泊
客
は
１

１
４
万
３
千
人
で
、
前
年
度

比
そ
れ
ぞ
れ

％
、

％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

草
津
温
泉
や
伊
香
保
温
泉
と

比
べ
る
と
若
い
人
の
認
知
度

が
い
ま
一
つ
で
、
ど
う
ア
ピ

ー
ル
し
、
集
客
増
に
結
び
つ

け
る
の
か
が
課
題
の
一
つ
で

す
ね
。

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
は
。

　
小
野
　

年
１
～

月
の

数
字
で
す
が
、
２
万
８
２
２

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年

は
年
間
で
４
８
８
５
人
。
大

幅
増
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の

年
（
２
万
７
０

０
７
人
）に
迫
る
勢
い
で
す
。

最
も
多
い
の
は
タ
イ
で
４
４

１
８
人
、
以
下
、
米
国
２
３

５
４
人
、
台
湾
２
３
５
０
人

な
ど
。
最
近
は
韓
国
か
ら
の

旅
行
者
が
目
立
ち
ま
す
ね
。

　
当
館
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

ほ
と
ん
ど
で
、
宿
泊
単
価
は

２
万
２
千
円
ほ
ど
。
日
本
人

と
比
べ
５
千
～
６
千
円
ほ
ど

高
く
、
い
っ
そ
冬
の
間
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
に
し
よ
う

か
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す

（
笑
い
）
。
日
本
人
の
人
口

が
減
る
中
で
宿
を
埋
め
て
い

く
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
す

が
、
１
０
０
％
カ
バ
ー
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
へ

ん
が
痛
し
か
ゆ
し
で
す
。

　
阿
部
　
人
口
減
少
に
よ
る

観
光
客
の
減
少
は
ど
こ
の
温

泉
地
・
観
光
地
も
危
機
感
を

持
っ
て
お
り
、
ど
う
カ
バ
ー

し
て
い
く
の
か
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

国
際
政
治
や
今
回
の
コ
ロ
ナ

の
よ
う
な
疫
病
な
ど
、
そ
の

時
々
の
情
勢
に
左
右
さ
れ
る

の
で
依
存
す
る
の
は
危
険
で

す
が
、
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
―
―
旅
行
者
に
ど
う
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
か
。

　
阿
部
　
み
な
か
み
は
新
幹

線
で
東
京
駅
か
ら
約
１
時

間
、
関
越
道
を
使
え
ば
練
馬

イ
ン
タ
ー
か
ら
月
夜
野
イ
ン

タ
ー
ま
で
約

分
と
ア
ク
セ

ス
は
非
常
に
い
い
。
自
然
も

豊
か
で
、
清
流
・
利
根
川
の

周
辺
に
は
趣
の
異
な
る

の

温
泉
地
が
点
在
し
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

た
エ
リ
ア
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
日
本
屈

指
の
規
模
で
す
。
米
や
農
産

物
な
ど
食
の
面
で
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
日
本

の
原
風
景
も
色
濃
く
残
っ
て

お
り
、
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
を

満
足
さ
せ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

　
小
野
　
日
本
の
原
風
景
プ

ラ
ス
雪
と
い
う
の
も
大
き
な

観
光
魅
力
で
す
ね
。
特
に
、

雪
が
な
い
国
の
人
に
と
っ
て

は
刺
激
的
で
、
楽
し
み
方
と

い
う
か
、
ど
う
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
く
の
か
が
大
事

で
す
。

　
―
―

年
の
出
足
は
、
能

登
半
島
地
震
や
航
空
機
事

故
、
新
幹
線
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
観
光
再
始
動
の
気
勢
が
そ

が
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど

ん
な
展
開
を
。

　
阿
部
　
多
く
の
人
に
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
体
感

し
て
も
ら
い
、
「
ま
た
訪
れ

て
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
仕
掛
け
を
考
え
た
い
。

機
会
が
あ
る
ご
と
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
額
も
７
億
円
を
超

え
、
過
去
最
高
額
が
見
込
め

る
な
ど
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
協
会

な
ど
民
間
を
支
援
し
、
行
政

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
で

も
や
っ
て
い
く
姿
勢
で
臨
み

ま
す
。

　
小
野
　
予
算
に
限
り
が
あ

り
、
単
独
で
で
き
る
こ
と
は

限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え

ば
Ｊ
Ｒ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
呼
び
掛
け
に
は
積
極

的
に
応
じ
る
な
ど
、
前
向
き

に
対
応
す
る
。
最
近
で
は
、

大
宮
駅
近
く
に
あ
る
「
東
日

本
連
携
セ
ン
タ
ー
」
で
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
定
期
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
昨
年

月
２

～
３
日
に
は「
冬
の
味
覚
展
」

と
し
て
、
リ
ン
ゴ
や
キ
ノ
コ

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
―
―
「
温
泉
文
化
」
を
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま

す
。

　
小
野
　
個
人
的
に
は
「
入

浴
文
化
」
と
し
、
そ
の
中
に

温
泉
を
入
れ
た
ほ
う
が
い
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
実
現
す

れ
ば
わ
れ
わ
れ
旅
館
業
界
に

と
っ
て
は
追
い
風
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
阿
部
　
登
録
は
簡
単
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
温
泉

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
温
泉
を
抱
え
る
自
治
体

に
と
っ
て
は
大
き
な
励
み
に

な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
―
―
み
な
か
み
は

の
湯

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
あ
り
ま
す
。

　
小
野
　
高
級
旅
館
か
ら
秘

湯
の
一
軒
家
、
昔
な
が
ら
の

温
泉
街
な
ど
、
お
客
さ
ま
の

志
向
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
の

は
強
み
で
す
ね
。
た
だ
、
範

囲
が
広
い
た
め
移
動
す
る
の

に
時
間
が
か
か
り
、
温
泉
の

ハ
シ
ゴ
が
し
に
く
い
と
い
う

面
も
あ
る
。

　
阿
部
　
選
択
肢
が
多
い
と

い
う
の
は
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
。
家
族
連
れ
、
高
級
志
向

の
人
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
修

学
旅
行
生
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
。

　
―
―
人
手
不
足
が
深
刻
で

す
が
、
み
な
か
み
も
例
外
で

は
な
い
？

　
小
野
　
大
き
な
問
題
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
廃
業
す

る
施
設
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。
外
国
人
労
働
者
を

採
用
し
た
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
難
し
い
。
頭
が
痛
い

で
す
ね
。

　
―
―
群
馬
に
は
草
津
や
伊

香
保
な
ど
有
名
温
泉
地
も
あ

り
、
競
争
も
激
し
い
。
み
な

か
み
に
い
か
に
来
て
も
ら
う

か
。

　
小
野
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
は
新
幹
線
駅
ま
で
送

迎
す
る
。
英
会
話
が
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
を
数
人
集
め
る
。

あ
と
は
ウ
エ
ル
カ
ム
の
雰
囲

気
を
前
面
に
出
す
。
そ
れ
を

や
れ
ば
大
丈
夫
で
す
（
笑

い
）
。

　
阿
部
　
草
津
や
伊
香
保
に

対
抗
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
い
ま
ま
で
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
検
証
精
査
し
た
上
で
、
効

果
的
な
と
こ
ろ
に
重
点
的
に

予
算
を
使
っ
て
い
く
。

　
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
み
な
か
み

町
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
る
「
み
な
か
み

湯

エ
リ
ア
　
面
的
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
化
計
画
」
が
観
光

庁
の
「
地
域
一
体
と
な
っ
た

観
光
地
・
観
光
産
業
の
再
生

・
高
付
加
価
値
化
事
業
」
に

採
択
さ
れ
た
。
「
地
域
Ｏ
Ｔ

Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
」
を
構
築

し
、
新
規
・
リ
ピ
ー
ト
顧
客

の
確
保
、
地
域
の
観
光
消
費

額
向
上
を
目
指
す
。

　
町
観
光
商
工
課
・
企
画
課
、

商
工
会
、
宿
泊
や
ア
ウ
ト
ド

ア
、
飲
食
、
物
販
な
ど
地
域

事
業
者
と
連
携
し
て
事
業
を

推
進
す
る
。

　
観
光
協
会
の
公
式
サ
イ
ト

に
内
包
す
る
形
で
地
域
Ｏ
Ｔ

Ａ
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
旅

行
者
に
対
し
て
情
報
収
集
か

ら
予
約
・
決
済
ま
で
を
一
貫

し
て
行
え
る
ス
ム
ー
ズ
な

「
旅
マ
エ
」
の
観
光
情
報
を

提
供
、
さ
ら
に
「
旅
ナ
カ
」

で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ

る
ス
ム
ー
ズ
な
決
済
、
お
よ

び
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
に
よ

る
消
費
喚
起
を
促
す
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
情
報

収
集
か
ら
宿
泊
・
体
験
ま
で

を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
利
便
性
が
向
上
。

事
業
者
に
と
っ
て
も
手
数
料

の
削
減
が
見
込
め
る
。

　
さ
ら
に
、
今
ま
で
紙
台
帳

な
ど
を
利
用
し
て
い
た
事
業

者
の
掲
載
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
観
光
客
に
と
っ

て
は
知
ら
れ
ざ
る
良
宿
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
り
、
事
業

者
に
と
っ
て
も
売
り
上
げ
を

上
げ
る
効
果
が
あ
る
。

　
Ｋ
Ｇ
Ｉ
（
重
要
目
標
達
成

指
標
）
は
、
①
地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ

に
よ
る
総
販
売
金
額（
年
間
）

は
２
０
２
４
年
度
末
時
点
で

１
億
円
②
電
子
地
域
通
貨
決

済
金
額
（
同
）
は
同

億
円

を
設
定
し
て
い
る
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
数
）
は

地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
参
画
事
業
者

数
・
会
員
数
、
電
子
地
域
通

貨
の
参
加
事
業
者
数
・
登
録

数
な
ど
を
設
定
す
る
。

　
合
意
形
成
、
事
業
者
の
巻

き
込
み
状
況
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
事
業
者
な
ど
を
中
心
に


年
度
末
ま
で
に

社
、
さ

ら
に
地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
誘
導
や

定
期
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

開
催
に
よ
り
、

年
度
末
ま

で
に
１
０
０
社
程
度
の
巻
き

込
み
を
見
込
む
。

　
予
定
事
業
費
は
８
５
０
万

円
、
補
助
事
業
費
４
２
５
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。

　
―
―

年
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
数
は
全
体
で
２
０
５
６
万

人
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前


年
の
８
割
ま
で
回
復
。一
方
、

旅
行
消
費
額
は
５
兆
２
９
２

３
億
円
で
、
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
傾
向
を

示
す
中
、
町
は

年
度
に

「
み
な
か
み
町
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

町
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
環
境
を

ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
小
野
　
新
幹
線
な
ど
鉄
路

を
利
用
し
た
際
の
２
次
交
通

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

問
題
を
は
じ
め
、
多
言
語
で

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

の
不
足
や
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
と

ボ
ト
ム
シ
ー
ズ
ン
で
の
宿
泊

人
泊
数
の
差
が
大
き
い
こ

と
。
さ
ら
に
、
観
光
地
が
広

域
に
点
在
し
周
遊
し
に
く
い

こ
と
や
、
多
言
語
に
よ
る
看

板
や
メ
ニ
ュ
ー
表
記
な
ど
が

少
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
一
つ
一

つ
解
決
し
て
、
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
―
―
戦
略
の
位
置
付
け

は
。

　
阿
部
　

年
度
か
ら
の
５

年
間
に
お
け
る
基
本
計
画
で

す
。
従
来
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

あ
る
台
湾
、
タ
イ
、
豪
州
に

加
え
、
米
国
を
新
規
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
、
現
地
旅
行
会

社
へ
の
セ
ー
ル
ス
コ
ー
ル
や

フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
中
心

に
、
国
内
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
へ

の
営
業
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
特
に
上
越
新
幹
線
沿
線
協

議
会
（
新
潟
市
・
佐
渡
市
）

に
お
け
る
広
域
連
携
を
生
か

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
す
る
こ
と
で
、
既
存
は
も

と
よ
り
、
新
規
旅
行
会
社
へ

の
積
極
的
な
展
開
を
進
め
、


年
度
の
３
万
２
千
人
泊
、


年
度
に
は
４
万
６
千
人
泊

を
目
指
し
ま
す
。

　
小
野
　
全
体
戦
略
に
つ
い

て
は
、

年
度
以
降
は
①
ジ

ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
に
よ
る

上
越
新
幹
線
の
利
用
を
促
進

し
、
町
内
エ
リ
ア
バ
ス
パ
ス

の
周
知
を
図
る
②
観
光
事
業

者
の
英
語
力
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
強
化
③
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
観
光
ガ
イ
ド
の

育
成
④
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
―
な
ど
を
重
点
的
に

展
開
し
ま
す
。

　
―
―
米
国
対
応
は
。

　
阿
部
　

年
度
以
降
に
つ

い
て
で
す
が
、
温
泉
文
化
を

は
じ
め
歴
史
や
世
界
的
な
認

知
の
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
環

境
が
訪
日
の
主
目
的
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
親
和
性
を
生

か
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
く
ほ
か
、
市
場
規
模
の
大

き
い
個
人
旅
行
層
の
誘
客
を

視
野
に
入
れ
た
戦
略
立
案
を

行
い
ま
す
。

　
小
野
　
米
国
に
つ
い
て
は

特
に
西
海
岸
と
ハ
ワ
イ
が
重

点
エ
リ
ア
で
す
。


